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W2 − 5 成分採血に お ける採Jfll中断例 につ い ての
一
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は じめ に ：成分採血 にお い て ア フ ェ レ
ー

シス装置の 故障、使用する血 液回路等の 不良、装置の 操作

ミ ス等 に よ り、採 面中断 に至る事例 を経験 するこ とが ある 。 今回我々 は 、
こ れ ら採血中断に至 っ た

事例 に つ い て 調査 し、そ れ ら に基づ き日常的な成分採血 装置の 管理 に つ い て 検討した の で報告す

る 。

方法 ：  調査期間 ：1997 年10月か ら 1998 年9月 まで の 1年間　  対象機種 ：当セ ン タ
ー

にお い て 、

年間 2000 例以上使用 して い る　 Fcnwall　CS3000 、　 Fenwall　Amic1ユs 、HM 　Multi、　 HM 　ULPCS

調査方法 ：採 ltll中断に至 る原因を次の よ うに分類 し検討　（A ）セ ン サ
ー
等の 機械回路 の 不良に基づ く

も の 　（B川［液回路等の キ ッ ト不 良に 基づ くもの 　（C）装置の 操作 ミ ス 等に基 づ くもの

結 果 ：  採 血中断例 は、血小板採取で 2L983 例中 229 例（1．04 ％）、血 漿採取 で は 17，088 例 中 54例

（0．32 ％）で あっ た 。   1台の 成分採血 装置が 1。000回稼働 した時の採血中断の発生頻度は 、 （A＞CS3000

3，〔〕2、 Amicus 　4 ．31、　 Multi　1．19、　 ULPCS 　1．29 血小板採取で は、（B）CS30003 ．55 、　 Amicus24 ．O

Multi　392　（C ）1．401 ．54　0，48、　 血漿採取（B）ULPCS 　 1．15、　Multi　1．90 （C）0．72 、 1．27 で あつ

た 。
こ れ らの 結果 を踏 まえて 、こ れか らの成分採 ［f皿装置の維持管理 と採血業務 に 役立 て た い 。
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　 【目的 】ネ フ ロ ーゼ 症 候 群 にお け る蛋 自尿 発 現 にT リン パ 球 由来 の 糸球 体透過性 亢進

囚 ∫
一の 関 与・が 指摘 され て い る ．微小変 化型 ネフ ロ

ー一ゼ 症候群 （MCNS ）， 巣状糸球体硬化

症 （FGS ）な らびに 膜性腎症 （MN ）に 対 して リ ン パ 球除 去療法 （LA ）を試み
，

その 効 果 を検

討 した．　 【ノ∫法】ネ フ ロ
ー

ゼ 症 候 群 5例 （MCNS 　2例 ，
　 FGS 　2例 ，

　 MN 　 1例 ）に 対 し
，

Ccllsorba（旭 メ デ ィ カ ル ）を用 い て 週 1回 2週 連続の LA を施行 した ．　【結 呆】本療 法 に よ

り，症例 1（MCNS ，61歳男 ）， 症例 2 （MCNS ，
15歳女）お よ び症例 3 （FGS ，24歳女）の ｝

11尿 蛋 白は それ ぞれ 14，8g よ り6．8g，7．Ogよ り4．9g， 10．6gよ り3．2gへ と減少 した ．その 後 ，

症 例 1は プ レ ドニ ゾ ロ ン （PSL ）40mg！冂， 症例 2， 3 は ス テ ロ イ ドパ ル ス 療 法 に 加 え て

PSL20m91 日お よ び シ ク ロ ス ポ リン （CyA ）3mg ！kg1　H の 投 与 に よ り尿 蛋白は 1．091　IJ以 下へ

改 善 した．
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方 ， 症例 4 （FGS ，
34歳 女）な ら びに 症例 5 （MN ，

74歳男）で は 蛋白尿の 改 著

は み られず ，
PSL お よびCyA に も抵 抗性 を示 し，腎死 あ る い は 感染症 に よ る 個体死 に 陥 っ

た ．　 【結論】LA に対 す る反応性が ネフ ロ
ー

ゼ 症候群の 基礎 に あ る病態 の 相 異 を反映 し
，

免疫抑制療法に対す る反応性 な らび に 疾患 予後 と関連す る 冂r能性 が 考え られ た ．
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